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協同組合Notice

建設業と経営

　年初めですので、標記のことを少し考えながら、組合の今年の役割を再認識したい
と思います。
　リーマンショック以後、さらに東北の大震災以後、建設業は、回復の見通しをさら
に遅らせています。またそういう事件や事故にかかわらず、少子高齢化と環境問題は、
今後の企業経営そのものの相当な転換を迫り続けています。
　官公需はもとより民需も含めて、建設投資は激減しています。その数値は半減して
います。この事実から建設業や企業経営のこれからも過去への回帰もはないと認識し
なければ、躓くだけでなく最終章を迎えることになると思います。
　だとしたら、これまでの経験や我流をご破算にしてからでないと先の計画が描けな
い、と考えるのも大げさでないかもしれません。政府や地方自治体が中小企業を守っ
てくれるという期待や、税金を払っているのだから政治や行政は中小企業を守るべき
だという考えもあるでしょうが、それは別物です。企業経営は自力が基本です。ある
いは、組合のような同業者による共同がそのスジです。
　建設業のこれからを読む、ということを考えます。たとえば、住宅産業をどう見る
か。飽和状態になった新築への期待はほとんどなくなり、リフォームやリノベーショ
ンが市場を占めてしまうのは間違いありません。量販店大手のヤマダ電機がエスバイ
エルを買収して、この市場に進出してくるのをみても明らかです。" 黒船 " の登場と
いわれています。地元に密着しているはずの中小建設業者の陣地が、これ以上荒らさ
れるのは看過できません。だったらどうするか。これまで以上に消費者へ接近し、技
術、サービス、設計における堅実な姿を知らしめる行動です。「見える化」です。こ
のことに力の集中をはかることです。自力があるところは自企業で、そうでないとこ
ろは共同で、です。組合の役割の中心です。
　さらに、消費者に中小企業の優れた点を見せる行動に関係し、前提になるのですが、
それができる内部の力を構築することにつきます。具体的にいえば、プレゼンテーショ
ン力と管理力です。とりわけプレゼン力です。これがないと消費者に正しく伝わりま
せん。１つの企業では並大抵のことでないと思います。これも共同の力を発揮する必
要があります。組合の役割です。
　組合はここでの役割をまだまだ、果たせていません。しかし、このことを突破し、
先端を走ること以外にないと決意しています。� （川久保雄二郎）
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室内装飾仕上 クロス、表装、床施工、ダイノックシートガラスフィルム、障子張り、カーテン
ブラインド、キッチンパネル施工

畳・ふすま・インテリア畳・ふすま・インテリア

土木工事関係

建築工事関係

鉄・アルミ･ステンレス・耐候性鋼材まで幅広く取り扱っております。
金属に関することなら何でもお気軽にご相談ください。
また、通販にてアルミ庇・アイデア商品等多数販売しております。
まずは当社ホームページをご覧ください。
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組合員新年交流会で元気にスタート

　２０１２ 年組合員新年交流会が、１月 １６ 日に京都タワーホテルで行われ、組合員ら約
１１０ 人が参加。激動の年を生き抜くための「元気」を沸騰させました。川久保雄二郎
理事長は、ツイッターを始めたことにふれつつ、今年は組合員同士の連携、また建設
関連の組合同士の連携が大事であり、そのために建設協組は「次の連携」を模索し奮
闘したいと挨拶。
　続いて平智之衆議院議員（民主党）は「技術者の待遇を改善するために無保険の者
が現場に入れない制度がこれから始まる。運用は慎重に行わなければならない。ご意
見をいただきたい」、加味根史朗府会議員（日本共産党）は「府は最低制限価格の引
き上げなど入札制度の改正をしたが、まだまだ不十分だ。全国の自治体に広がる公契
約条例京都府でも京都市でも実現したい」、日置文章京都市会議員（公明党）は「家
族や地域の絆だけでなく、国や府や京都市の絆が大切。組合でも会員同士の絆を深め
て、経済の活性化、雇用の創出に取り組むことが重要」など、それぞれ来賓の挨拶が
ありました。自由民主党の尾形賢京都府会議員、日本共産党の穀田恵二衆議院議員と
井上哲士参議院議員からの祝電が紹介されました。
　野原利明顧問が「建設不況の時代にあって、この組合をどのように発展させるか組
合員とともに考えたい」と挨拶し、杯を高らかに掲げました。懇談の時間に光本大助
副理事長が、他の専門業種の協同組合で理事長などを務めている建設協組の組合員を
紹介し、建設協組の果たす位置と意義を強調しました。また桂川支部の岩井泉二郎支
部長が、中国視察旅行への参加者を募りました。余興のビンゴゲームが始まる頃には、
アルコールの勢いもあって会場は一気に盛り上がりました。
　福島弘副理事長が中締め。舞台に上がった８人の組合員らと三々七拍子で、高揚感
をさらに高めました。� （川久保雄二郎）

新登場！アドサインパネル／機材リース

　第３世代の内照式仮囲い「アドサインパネル（AD�SIGN�PANEL）」が新登場！　
安全性と美観性に優れた照明＆ＳＰツールです。これまで建設現場によく見かけるフ
ラットな仮囲い（ＡＤフラット）とは異なり、この商品はパネルの一部に照明が組み
込まれています。発光部の大きさは４００×４００mm。サインパネル内に自社名・ロゴを
入れることができ、繰り返しの使用が可能です。このアドサインパネルには３つの大
きな特長があります。
　①高いアイキャッチ率──日中はもちろん、夕方からはっきりとサインが浮き上が

ります。通行者の視線をしっかり引き付け、２４時間アピール力のある販促ツー
ルとしても効果を発揮します。

　②抜群の照度──２０００ルクスの明るさで防犯対策に貢献。光効率を追求した特殊フ
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ィルターを採用。１カ月の電気代は約３６０円。郊外の建築現場でも歩道を明るく
照らし、地域の安全や防犯に貢献する企業イメージをアピールできます。

　③高度な安全設計──出っ張りが無いため、歩行者の障害になりません。発熱量も
少ないので、人の手が届くような低い位置に設置しても安全です。

　従来の現場とは違った仮囲い「アドサインパネル」のお問合せは、総合事業部まで。
� （吉田明弘）

リフォームに最適！本格床材／共同購入

川島セルコンの環境配慮型置敷きビニル床タイル「リニューアルエグザ」
特別提供価格：１㎡ ４，４５０ 円／１ケース １３，４００ 円
薄さ３mm　寸法 １００ × ９１４．４㎜（梱包数 ３３ 枚・３．０１㎡・重量 １７kg）
本格仕上げ─本物を追求した木目柄を採用。床材のカット面をＲ状に見せる特殊加工。
無垢材の自然な質感を再現した本格床材です。
簡単施工─カッターと接着剤だけで今ある床の上に切って張るだけのラクラク施工。
はがすのも簡単。モルタル、木質系下地材（合板・ベニヤなど）、フローリング、クッ
ションフロアーなどの床材に重ね張り対応が可能です。
コスト軽減─汚れた箇所だけ１枚単位で張り替えることもできます。リフォームコス
トを削減できるため、汚れやすい場所や賃貸住宅に最適です。ぜひご利用ください。
【ご注文・お問合せ】洛南事務所Tel.０７７４－４５－３６１０（葉狩勝）

三ノ宮東城跡の発掘現場／文化財事業

　京都府丹波町の西に位置する中世の山城「三ノ宮東城跡」は、国土交通省が施工す
る丹波綾部道路の建設に伴い、公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターが発
掘調査をされました。
　調査が始まる前、担当調査員さんは「地元では土佐の大大名、山内一豊一族の関連
施設だったという伝承がありますが、詳しいことはよくわかりません。複数の曲輪（建
物を設けるための平坦地）が確認されているので、今回の調査によって、いつごろの
建物か、どのような構造になっていたか、どのような機能を果たしていたか、などを
解明したい」と、調査への抱負を語っておられました。
　吹雪舞う昨年２月下旬、仮設ハウスの設営から文化財事業の仕事が始まりました。
梅雨入り前の６月上旬、平坦地から高低差４０～５０メートルの調査地まで、ベルトコン
ベヤー２５台を運び上げ設置しました。猛暑の８月上旬には、干乾びる土を湿らすため、
小川の水を水中ポンプで頂上まで揚げるなど、調査が円滑に進むよう支援活動に徹し
ました。この間、調査も順調に進み、大詰めを迎えた１０月中旬には現地説明会が行われ、
２００人を超える見学者で賑わいました。担当調査員さんは「調査面積約６０００㎡と大規模
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で、城郭のほぼ全域を調べることができました。建物の基礎や通路の要所には石積み
を築くなど、丁寧な城造りの様子がうかがえ、出土した遺物から、室町時代後期の１６
世紀前半頃に築城されたことが分かりました。各曲輪からは、土師器や陶磁器などの
日常食器が出土しているので、少人数が常駐する城郭であったと考えられます」と調
査結果を語られました。ただ、山内一豊との関係については分からなかったそうです。
　現地説明会の後も調査は順調に進み、１１月下旬、約９カ月に及んだ調査は終了しま
した。最終の備品機材の搬出を終え、すでに日が暮れた現場で、担当調査員さんから「長
い現場有難うございました」と声を掛けていただき、充実した気分で帰路につきまし
た。� （山本敬三）

杉と珪藻土でつくる／「住まい」トーク第３回

　１２月１４日キャンパスプラザ京都（下京区）で、「住まいへの思いを形にする」トー
ク第３回を開催。２５人が参加されました。講演テーマは「杉と珪藻土でつくる京の住
まい」。
　講師の熊田孝氏（一級建築士・熊田建築研究所主宰）は、１９９７年に独立後、主に杉
と珪藻土を使った健康的な家造りを手がけられています。またNPO法人古材文化の
会理事・伝統建築マネージャーとして、古建築を生かし将来に残す活動をされています。
　杉は、調湿性、保温性、築熱性に優れています。珪藻土は臭・放湿性に優れ、臭い
や汚れを吸着し、光触媒効果で分解するなどの特性があります。日本の高温・多湿な
気候風土に最適な建築材料であることを説明されました。
　設計のポイントは、四方から風が出入りできる窓の配置。上昇気流を発生させて風
の流れをつくり、夏涼しく、高窓からの採光によって冬暖かい、エアコンより自然力
で快適さを得る家づくりが大切であることを強調されました。また、自身が手がけら
れた事例を写真で解説。杉の柱と柱の間に杉の３センチ厚板を落とし込む、古くから
ある板倉構法を応用した新築では、「エアコンを使わない」「ペットの臭いがしない」
と顧客の感想を紹介されました。さらに、京都市の景観重要建築物の指定を受けた築
１５０年の古民家の改築では、外部を改修費の３分の２の補助を受けて改修し、歴史的
景観を甦らせたこと。内部では、梁の丸太を現すことで建物の力強さを引き出すこと
ができたと説明されました。参加者からは「ますます、木と土の家がいいと感じた」「日
本には木の家が一番」「設計が大切」など、活発に感想が寄せられました。
　住まいを勉強されている方と建築士との「出会いの場をつくる」この勉強会、回を
重ねて盛り上がってきました。後半が楽しみです。（「住まいへの思いを形にする」ト
ークは、全６回のシリーズで開催されます）� （山本敬三）

小池一三氏に「これからの家づくり」を学ぶ

　昨年 １２ 月９日、京都テルサにおいて「町の工務店ネット」代表小池一三氏の講演
会が開催されました。冒頭、主催者として川久保理事長が「家づくり、経営において、
これからどんなふうに考えていくべきか。お話いただきたい」と挨拶。
　小池一三氏は、今回の東日本大震災について「地域に在する工務店の役割の大きさ
を改めて示した」と、震災後現在の復旧の状態から述べられ、次に、これからの住宅
はどうあるべきかとして「アメリカの住宅はリフォームの仕方次第で２割値上がりす
る物件もある」と世界の中古住宅に対する考えや「住み続けてもいい、処分してもい
い、色んな選択肢が可能になる家が必要」「今住んでいる家の寿命を ２０ 年伸ばす」な
ど、長期優良住宅とこれからの日本の住宅のあり方について話されました。建築業界
については、「半径５㎞から １０㎞で工務店の仕事が成り立つような仕組みを考えない
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といけない」「縮む経済の中でそれに対応する家づくりが必要」「１社の力ではどうし
ようもないところにきている」などと訴えかけられました。リフォームからリノベー
ションへ「ターゲットは古民家だけではなく、１９６５ 年から ２００１ 年（高度経済成長か
ら品確法施行前）に建てられた住宅である」など、具体的なターゲットやリノベーショ
ンアイテムを持たなくてはいけないと、「アモルファス太陽電池の屋根」を紹介され
ました。
　リノベーションはリフォーム屋の仕事ではなく、工務店の仕事であること、組合に
対して、「組合としてマーケットをつくっていく必要がある。どういう層をターゲッ
トにしていくか。いくらで、何ができるか、などを共有していく必要がある」と、組
合への激励もいただきました。これからの方針を考えていく上で大切なことばかりで
した。「これからの家づくりを学ぶ」という意味で、有意義な時間を持てたと感じて
います。� （池田光繁）

理事会忘年会、支部長忘年会開催

　１２ 月度理事会は忘年会をかねて、１２ 月 １１ 日、福井県越前町にて、理事、職員合わ
せて８人の参加で開催。今年の理事会議論の締めくくりを目的とし、カニ料理を大い
に堪能しつつ、それに負けない総括になる議論をする、そんな忘年会にすべく企画し
参加を求めましたが、少し出席者が少ない状況でした。しかし、いつもの理事会とは
また一味違う、理事会忘年会でした。これを機に来年の理事会はこの日に負けない、
より活発な議論の場になるよう ２０１１ 年の締めくくりを行いました。
　また １２ 月 １７ 日、京都センチュリーホテルにて第４回支部長会議を忘年会をかねて
開催。支部長、副支部長７人と理事ならびに各支部担当長 １１ 人の合計 １８ 人の参加者
でした。
　「いろんなことがあった」「忘れてはいけないこの一年」「大いに語り合って」「望も
う！来年の建設業飛躍を」と題して行った支部長忘年会。時間をオーバーするほど大
いに盛り上がりました。
　各支部長、副支部長の思い、この一年を振り返っての反省、だからこそ来年は飛躍
したいという気持ちを強く感じることができました。
　組合に対する要望も、自分たちが一緒になって盛り上げていくのが大切だというこ
と、組合の主役は組合員だということ、まだまだ険しい道のりの業界を、何としてで
も、みんなの力の結集で乗り越えていこう…など、新たな組合への息吹を感じる意見
が多数出されました。
　人が集うことの大切さを痛感させられる一年、大きな出来事があった一年。支部長、
理事、事務局、組合に関わるすべての皆さんの力が今まで以上に必要な時である、と
感じた貴重な会合であったことを報告します。� （池田光繁）
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今年も₄₅人がサバイバル・ウォーク

　京都サバイバル・ウォークが今年も１月 １４ 日に行われました。地震が起こった時、
歩いて自宅や目的地まで行く準備を日頃からすることなどを目的に、阪神淡路大地震
から５年後の ２０００ 年から毎年開催され、今年は １3 回目。実行委員会主催、京都府と
京都市が共催し、建設協組が後援しています。
　当日は京都市役所東玄関前に集合。「日常生活における災害への備えが大事である
ことが、３・１１ が改めて教えている」と中原弘志実行委員長が挨拶。勉強会が行わ
れる会場の国際マンガミュージアムまで危険個所をチェックしながら歩くコースと、
自宅などを目指して歩くコースがあり、参加者 ４５ 人が、それぞれ歩き始めました。
　東日本大震災の経験・教訓を京都にも活かすことを趣旨とする第２部の勉強会では、
被災地の映像や報告がありました。堀井聖介氏（ＪＩＣ出向・全国中小企業青年中央
会会長）が、被災地の人々の声も紹介しながら、災害時への準備について詳しく述べ
ました。� （川久保雄二郎）

組合員事業紹介／株式会社トクダ

企業名　株式会社トクダ
所在地　京都市南区吉祥院石原堂の後 １６－3
代表者　徳田浩久
設立年月日　昭和元年
事業内容　木製建具製造、製家具製造
《代表者紹介》昭和 3７ 年生まれの ４９ 歳。当社は、昭和の時代より京都ならではの繊
細なデザインの京建具の製造を手がけてきました。８０ 年以上続く職人たちの技術を
もとに、くるいの少ない、そして使いやすい建具を提供しております。また、長年の
経験から、その建物に一番マッチした建具の提案なども行い、お客様に喜んでいただ
けるよう、努力しております。近年では、家具やリフォームも手がけておりますので、
お気軽にご相談ください。趣味はジョギング。３月 １１ 日の京都マラソンに参加しま
すので、応援よろしくお願いします。

京都市懇談会に参加しました
　昨年１２月１５日、建設業関連の申し入れについて話し合う恒例の懇談会がありました。
　今年は調度課のみの対応でしたので、入札に限定した話題になりましたが、現場での評
価基準、京都市の景観条例と太陽光発電の設置、電子入札の同額抽選の透明性、エレベー
ターの補修点検の連続性、入札価格と地域業者育成など、行政と直接話をし、行政の担当
官に現場からの声を具体的に伝え、より良い予算執行ができる環境をつくる懇談会になっ
てきました。
　市民生活は今日まで、議会制民主主義によって行政の行う予算の執行を監視してきまし
たが、最近は行政と直接語り、予算執行について要請する懇談会方式＝直接民主主義の新
しい方式が生まれてきました。
　選挙で選ばれた議員が行政サービスを促す間接民主主義と、市民が直接行政サービスを
求める直接民主主義のミックス型社会に変化してきていることを肌で感じる昨今です。今
年は京都市長選挙もあります。行政サービスの拡充のために、間接民主主義を執行しまし
ょう。� （監事　近藤暢造）
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京都市が耐震リフォーム支援事業

　京都市は、手続きが簡単で、費用負担が少なくてすむ新たな助成制度「まちの匠の
知恵を活かした京都型耐震リフォーム支援事業」の概要を公表しました。
　事業の特徴は、工事の費用負担が少なく（助成額は工事費用の９０％で、上限６０万円）、
助成対象となる工事をあらかじめメニュー化することで、市民と事業者の皆様にとっ
てもより利用しやすいものにしています。簡単なチェックリストや写真などを用意し
ていただくだけで、即日審査を行い、速やかに着工できるよう、申請手続が簡単にな
ります。事前の耐震診断などは不要です。
　対象物件は、昭和５６年５月3１日以前に着工された木造住宅で、対象者は，住宅の居
住者（借家人を含む）、住宅の所有者とし、施工者は京都市内の事業者に限るとして
います。
　初年度（２４年度）事業費は、約２億４，０００万円（５００件分程度）の予算を確保したう
えで、２４年度当初から実施する予定です。詳しいお問合わせ先は、京都市都市計画局
住宅室住宅政策課（Tel.２２２－3６６６）まで。� （城戸猛司）

「全青中」短信
　「全青中」語録

　今回は私の、私が好きな語録特集です。皆様のお役に立てることがあれば幸いです。
・知ることは一つの喜びです、分かる範囲が広がることによって、それだけ自分の世
界が広がるのです。

・「短時間で、いかに成果をあげられるか」ということであれば、重要なものに絞り
込んでいくことが非常に大事になるのです。

・「どちらが正しいか」という問題はありません。「何が正しいか」という問題なの
であって、「誰が正しいか」ということは、どうでもよいのです。特に、多くの人
に影響を与えるような判断の際には、「何が正しいか」ということを追求しなくて
はいけません。

・不況期というのは、自分たち自身を振り返る時期なのです。「自分たちのこれまで
のやり方や考え方、生き方を点検し、自分たちを支えてくださっていた方々の気持
ちを酌み取るべき時期が来ている」ということを教えているのです。

・成功するためには、自分ひとりの力では駄目で、「どのような人の助力を得るか」
ということが大事です。そのためには、よく人が見えることが大切です。それは「人
の能力や才能、あるいは、その人が持っている天運を見抜く」ということです。

・難局に当たったときに、勇気を持って決断し、それを乗り越えることができる人、
見事にやり遂げ、突破できる人、そういう姿勢で生きている人を世の中の人々は「さ
わやかに生きている」と感じるのではないでしょうか。

・「こうしたい」という強い気持ちを持っていると、その熱意にひかれて、必要なア
イデアが引き寄せられてきます。

・恐怖と闘う方法とは何でしょうか。それは、自分が一番怖がっていることをやって
みることです。

・もし、相手を責め過ぎているのであれば、考え方を改めて、逆に、自分の足りない
ところを反省したり、相手の良いところを見てあげたり、褒めてあげたりすること
です。そうすると、相手の態度が優しくなってきます。

・注意しなければならないのは、他人の同情を求める心です。一度、他人の同情を引
き始めると、一生同じように、同情をひかなければならない人生を送るようになっ
ていきます。

業界Topics
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・真剣だと知恵が出る、中途半端だと愚痴が出る、いい加減だと言い訳ばかり。
・晴れても、頑張っても、なまけても、一日は一日。今日を精一杯生きてみる。まず
それから。

・自分が変われば相手が変わる、相手が変われば心が変わる、心が変われば言葉が変
わる、言葉が変われば態度が変わる、態度が変われば習慣が変わる、習慣が変われ
ば運が変わる、運が変われば人生が変わる。

　皆様、良い人生を。笑顔あふれる人生を。お役に立てる人生を。そしてすべてに感謝！
� （全国中小企業青年中央会会長　堀井聖介）

投稿／社会起業シリーズ�
事業継続マネジメント（BCM）とは？　（３）

　今回は「事業継続マネジメント（以下、BCM ＝ Business�Continuity�
Management）」について、緊急時（緊急事態）を想定した自治体行政との「緊急
時計画」にもとづく緊急時訓練とコミュニケーションの重要性を考えてみたい。
　まず、「緊急時計画」という考え方について。日本では従来「防災計画」と言われ
ることが多いように、「災害に備える」という発想が一般的で、「防災訓練」として火
災を想定した初期消火、通報、避難、救急の模擬訓練が行われてきた。比較的規模の
小さい事業所でも、地元の消防署に申し込めば規模に応じた訓練が受けられる。「う
ちのような小さな事業所は時間的な余裕もないし」とおっくうがらずに、消防署と相
談（コミュニケーション）すれば、事業所の要望に応じた最適な訓練計画が提供され
る。重要なのは、火災発生時の当事者同士が平時においてコミュニケーションをとり、
リスク情報（可燃物の所在や消火活動の障害など）を共有することができ、また緊急
時を想定した訓練をつうじて一人ひとりの防災意識を向上させることができるのだろ
う。たとえば、事業所に備えている消火器の噴射時間を「１５ 秒ですか、3０ 秒ですか、
１分ですか？」と聞いたとき、いちばん多い答えは「１分」（正解は １５ 秒）。初期消
火段階で必要な判断は、どの時点で「消防を呼ぶか」だから、消火器での自主消火活
動が思った以上に短時間の効果しかないことを知っておくのとおかないのとでは、判
断に大きな差が出る。緊急時は、誰もが当事者として判断（意思決定）し行動するこ
とが決定的であり、行政への依存ではなく、行政との役割分担（自主的にどこまでや
れるか？どこからは行政機関に依頼するか）が問われる。震災など大規模災害の場合
は、行政機関そのものが機能不全に陥る。
　みんなが集まる機会をつくれない事業所や数名構成の事業所は、こちらから消防署
に出向いて訓練を受けるという方法もあるので、「行政との緊急時コミュニケーショ
ン」の第一歩として、今年のテーマのひとつに「緊急時訓練」を組み込まれることを
おすすめしたい。（次回は、BCMと「リスクアセスメント」の違いについて考えます）
� 【環境マネジメントコンサルタント　杉原卓治】
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クレーン事故の責任の分担は？

当社が請負った建設工事のクレーン作業中に鋼材が落下して、隣接の駐車場
の車２台が潰れました。クレーン車はＡ社から借りたもので、Ａ社の従業員のＢが
クレーン操作と運転をしていました。玉掛け作業は当社の下請のＣが行っていまし
たが、ＢだけでなくＣのミスも重なった事故でした。車の損害賠償を当社に請求さ
れていますが、Ａ社にどれだけの分担を求めることができますか？

被害者に対する関係では、ＢとＣは共同不法行為者（直接の加害者）として、
当社とＡ社は使用者として、それぞれ全額を連帯して賠償する責任があります。注
意しなければならないのは、Ａ社はＢの使用者としての責任だけですが、当社は、
ＣだけでなくＢの使用者としての責任も問われるということです。使用者責任の成
立には、実質的に指揮監督する関係にあっただけで足り、雇用関係は不要とされて
います。
次に、当社とＡ社の内部分担について、同様のケースで最高裁は次のように判断

しています。
１　まず、ＢとＣの過失の割合を決めます。Ｃの過失割合については、Ｃの使用

者は当社だけですから、当社の分担になります。仮に、Ｂ８０％、Ｃ２０％であれば、
２０％が当社の分担になります。
２　次に、Ｂの過失については、使用者が複数いますから、Ｂのミスの態様、そ

れと各使用者の事業の執行との関連性、指揮監督の強弱などの要素を検討して、Ａ
社と当社の負担割合を決めます。仮に、この割合がＡ社７０％、当社3０％であれば、
当社はＢの過失割合８０％×3０％の２４％についても分担させられます。
３　上記の仮定の場合には、結論として、当社４４％、Ａ社５６％という分担になり

ます。
なお、使用者が被害者に賠償したときには、被用者（上記のＢとＣ）にも分担を

請求することができますが、最高裁は相当額に制限されるとしています。
� （京都第一法律事務所　弁護士　荒川英幸）

各種技能講習／労基連

●有機溶剤作業主任者
日程：２月２日（木）、３日（金）／会場：京都府中小企業会館／受講料：８，４００円、
テキスト１，６８０円
●酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者
日程：２月６日（月）、７日（火）、８日（水）／会場：京都府中小企業会館／受講料：

役立つNews

法律Ｑ＆Ａ

Ｑ 

Ａ
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１５，７５０円、テキスト２，3１０円
●フォークリフト運転
日程：〔学科〕２月１3日（月）、１４日（火）／〔実技〕第１班：２月１５日（水）、１６日（木）、
１７日（金）／第２班：２月２１日（火）、２２日（水）、２3日（木）／会場：〔学科〕京都
府中小企業会館／〔実技〕日本輸送（株）／受講料：２９，９２５円、テキスト１，５７５円
●玉掛け
日程：〔学科〕２月１６日（木）、１７日（金）／〔実技〕２月１８日（土）／会場：〔学科〕
京都府中小企業会館／〔実技〕（株）島津製作所紫野工場／受講料：１７，８５０円、テキ
スト１，５００円
●第一種衛生管理者受験準備講習
日程：２月２２日（水）、２3日（木）、２４日（金）／会場：京都府中小企業会館／受講料：
会員１２，０００円、一般１４，０００円、テキスト６，５１０円
●衛生管理者能力向上教育Ⅱ
日程：２月２８日（火）、２９日（水) ／会場：京都府中小企業会館／受講料：会員１２，０００円、
一般１４，０００円、テキスト２，４１５円
●特定化学物質・四アルキル鉛等作業主任者
日程：３月７日（水）、２９日（木）／会場：京都府中小企業会館／受講料：８，４００円、
テキスト１，６８０円
●ガス溶接
日程：〔学科〕３月９日（金）／〔実技〕３月１０日（土) ／会場：京都府職業能力開
発促進センター（ポリテクセンター）／受講料：９，９７５円、テキスト８４０円
●酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者
日程：３月２６日（月）、２７日（火）、２８日（水）／会場：京都府中小企業会館／受講料：
１５，７５０円、テキスト２，3１０円
【問合せ・申込み】（社）京都労働基準連合会　Tel.０７５－3２１－２７3１
※各講習会は、連合会のホームページhttp://www.kyoukiren.or.jp/
※受講申込者が少人数の場合は中止になることがありますのでご了承ください。

作業主任者等各種講習会／建災防

●低圧電気特別教育（学科のみ）
日程：２月２日（木）／会場：京都建設会館／受講料：８，０００円
●職長・安全衛生責任者教育（資格CPDS認定）
日程：２月７日（火）・２月８日（水）／会場：京都建設会館／受講料：１５，０００円
●職長のためのリスクアセスメント教育（資格）
日程：２月８日（水）／会場：京都建設会館／受講料：８，０００円
●足場の組立等作業主任者（資格CPDS認定）
日程：２月１６日（木）・２月１７日（金）／会場：京都府中小企業会館／受講料：
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理事会Report

組合員名簿変更

組合Diary

支部 Ｎｏ． 社　名 変更箇所 新

洛中 ７６９
藤原塗装興業
代表者　藤原　久之

社名
藤原塗装工業（株）
代表取締役　藤原　恵子

本部 支部

　後悔先に立たず。後悔なんかいくらしてもしょうがない。すぐ忘れることだ。そん
な暇があったら、次のことに時間を取って真剣に考えろ。もちろん反省や総括を否定
してはいけない。同じ過ちを繰り返さないために。組合の ２０１２ 年度に向けた諸準備
が始まる。理事のみなさんから、新しい事業の模索をしようと提案があった。実は一
昨年あたりから、事務局段階で模索はしている。しかし、今一歩次へ進まないから苦
しんでいる。この機関誌も、「おぉ、変わったね」「面白くなったね」という声が出る
ように、刷新を模索しようと思う。� （か）

■編集後記

１／６　もっこの会（新）
１／１６　組合員新年交流会

１２／２０　桂川支部（役）
１２／２２　洛西支部（忘）
１／２０　伏見支部（新）

１０，６００円
●自由研削といし特別教育（資格）
日程：２月２3日（木）／会場：京都建設会館／受講料：９，０００円
【問合せ・申込み】　建設業労働災害防止協会�京都府支部　〒６０４－０９４４　京都市中京
区押小路通柳馬場東入�京都建設会館別館内　Tel.０７５－２3１－６５８７　Fax.０７５－２５１－００５８
　受付時間：午前９時～午後５時
※ホームページから講習予定、申込書が取り出せます。
http://homepage2.nifty.com/KYO-KENSAI/

●１２月度定例理事会は、持ち回り（郵送）にて行いました。
①組合員新年交流会について　　　　　　⑥京都市懇談会の結果について
②通常総会の準備日程について　　　　　⑦第４回支部長会議の結果について
③２０１１年度売上と利益予想について　　　⑧京都市の耐震工事補助制度について
④中間監査実施について　　　　　　　　⑨防災委員の就任について
⑤事業の結果と計画について　　　　　　⑩組合Diary
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